
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 香川県職業能力開発審議会議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和６年 12月 24日（火） 

14時 30分～15時 30分 

場所：県庁本館 12階 大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 会議の日程及び場所 

 日時：令和６年 12月 24日（火）14時 30分～15時 30分 

場所：県庁本館 12階 大会議室 

 

 

２ 出席委員 

〔学識経験者委員〕 

梶島岳夫委員、小島隆史委員、多田里香子委員、西中美和委員、西村憲幸委員 

〔事業主代表委員〕 

石原通代委員、白井正人委員、奈良茂子委員、平尾仁彦委員 

〔労働者代表委員〕 

中村亨委員、西川真智子委員、渡辺康雄委員 

 

以上、香川県職業能力開発審議会委員（以下「委員」という。）15人中 12人の出席につき、香

川県職業能力開発審議会条例第５条第２項に定める「委員の２分の１以上」の出席の会議開催要

件を充足した。 

西中会長が、石原委員及び渡辺委員を議事録署名人に指名した。 

 

 

３ 議題 

（1）高等技術学校職業訓練実施状況について 

（2）第 11 次香川県職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況について 

（3）その他 

 

 

４ 議事録 

議題（1）高等技術学校職業訓練実施状況について 

●議長が「職業訓練の概要」及び「職業訓練の実績」について事務局に説明を指示した。 

 

●労働政策課長が配付資料に基づき説明した。 

 ・職業訓練の概要【資料１-１、１-２、１-３】 

 ・職業訓練の実績【資料２-１、２-２、２-３】 

●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 

（委員） 

〇職業訓練の概要について【資料１-１、１-２、１-３】 

高等技術学校の施設内訓練のうち情報ビジネス科やパソコン CAD 科と委託訓練の IT 系の訓

練については重複があるように見受けられるが、棲み分けはされているか。 

（事務局労働政策課長） 

情報ビジネス科は簿記・経理と OA の基礎知識、パソコン CAD 科は機械製図と OA の基礎



知識が主な訓練内容となっており、プログラミングに関する知識・技能習得を目指す委託訓練

の IT 系の訓練とは内容が異なる。 

 

 

（委員） 

〇職業訓練の実績について【資料２-１、２-２、２-３】 

新設された電気設備科と建築施工 CAD 科の応募者が定員に対し少ない状況になっている。

新設の場合、学校等であれば応募者が多いイメージであるが、なにか分析があれば教えていた

だきたい。 

（高等技術学校長） 

新設科の名称が十分浸透していなかったため、１回目は十分に応募者が集まらなかったので

はないかと考えている。なお、電気設備科については現在２回目まで開講しているが、２回目

の応募者は１回目の応募者より増加している。引き続き求職者の方の認知度を高める取組みを

行っていきたいと考えている。 

（委員） 

新設科の就職率は高くなる見込みか。 

（高等技術学校長） 

高くなる見込みである。 

 

 

（委員） 

〇職業訓練の実績について【資料２-１、２-２、２-３】 

大学等の情報系のコースは人気が高いが、IT システム科の状況をみると、定員に対し応募者

があまりいない状況である。就職率が 100％なので地域のニーズはあると思うが、IT システム

科の人気があまりないのはなぜか。 

（事務局労働政策課長） 

IT システム科は他の IT 系の訓練と比べ、内容が高度で対象者が限定されるため、応募者が

少ないと考えているが、引き続き求職者の方の認知度を高める取組みを行っていきたいと考え

ている。 

（委員） 

IT システム科は就職率が 100%なため、応募者が少ないのはもったいないと感じた。応募者

増加のため取り組んでいただきたい。 

 

 

（委員） 

〇職業訓練の概要について【資料１-１、１-２、１-３】 

入校を検討する方にとって関心が高いのは就職状況と取得可能な資格であると考えている。

受講中に取得可能な資格に対して、実際のところどのくらい受講生が資格を取得しているか。

資格の取得実績が分かれば教えていただきたい。 



（高等技術学校長） 

取得状況については資格によって差がある。例えば情報ビジネス科のワードプロセッサー技

師や表計算技士については、ほぼ 100%取得できている。一方、技能検定の資格については受験

料が高いこともあり、資格の取得者数が少ない。 

（委員） 

取得できる資格については資格取得に向けた対策等を実施しているか。 

（高等技術学校長） 

カリキュラムの中で資格対策に向けた訓練を実施している。また、試験前になると模擬問題

を実施している。 

 

 

（委員） 

〇職業訓練の実績について【資料２-１、２-２、２-３】 

就職しなかった方に対して、その後の状況把握やフォローアップ等はあるか。 

（高等技術学校長） 

技術専門コースについては就職率がほぼ 100%なこともあり、その後の就職支援の実施はな

いが、求職者向けコースについては高等技術学校の方に求人情報の提供があった際に、未就職

の方にお話しさせていただくことはある。 

（委員） 

未就職の方に対して、お声がけした後に、どのくらいの方が再就職しているかという数値は

あるか。 

（高等技術学校長） 

該当の数値はない。ただ、求職者向けコースは年齢層が広く、条件にこだわる方も多いため、

就職に結びつくことが難しいところである。 

 

 

議題（2）第 11次香川県職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況について 

●議長が事務局に説明を指示した。 

●労働政策課長が配付資料に基づき次の２件について説明した。 

 ・第 11 次香川県職業能力開発計画の概要【資料３】 

 ・第 11 次職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況【資料４】 

●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 

（委員） 

〇第 11 次職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況【資料４】 

資料には第 11 次職業能力開発計画の数値目標として就職率の数値目標が示されており、目標

も下回っているものもあるが、高等技術学校の就職支援体制を教えていただきたい。 

（高等技術学校長） 

高等技術学校は高松校、丸亀校の２校舎あるが、どちらの校舎にも就職支援担当者を２名配

置している。技術専門コースについては企業から学校へ直接いただいた求人情報により大半の



方が就職をしている。求職者向けコースについても企業から求人情報を受けるが、ハローワー

クに出向いて就職活動を行い就職する方が大半である。一部の方は企業からいただいた求人情

報を元に当校の職員が紹介等の支援を実施している。また、就職の際の面接の指導や応募書類

の書き方の指導も行っている。 

 

 

議題（3）その他 

●議長から、県の職業能力開発全般について質疑、意見等を委員に求めた。 

（委員） 

コロナ禍以降、企業の在宅ワークの割合が高いと思う。職業訓練は在宅で受講が可能なもの

もあり、該当コースの受講者はそのまま在宅勤務で働きたいという人も多いかもしれない。高

等技術学校の訓練のうち在宅でも受けられるものが現時点でどのくらいあるか。また今後はど

のように考えているか教えていただきたい。 

（高等技術学校長） 

現在、在宅で受講できるコースについては、委託訓練のビジネスパソコン科（初級・東讃）

１コースである。カリキュラムの全てではないが、一部については在宅で受講できることを周

知のうえ募集したが、在宅で受講される方はいなかった。施設内訓練については機器の問題も

あり、在宅で実施するのは難しいと考えている。 

 

 

以上のとおり、質疑・応答がなされ、会議を閉会した。 

 
 

 










































